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ずしも採算が取れていたとは考えられません。

むしろ、40年代の嵐のような路面電車の廃

止の流れはオイルショックによって見直され、

環境面で路面電車には追い風すら吹きはじめ

ていました。とはいっても、新しい線路の建

設というところまではいかなかったのでしょ

う。どちらかといえば、いつ廃止に追い込ま

れるかわからないという状況にあったのでは

ないでしょうか。

　40年代から平成の初めにかけての30

年近く、路面電車は沈黙の時代でした。

そんな状況の中で、具体的に再生への

先鞭をつけたのは、豊橋市だったので

す。今回は、わずかな区間ではありま

したが、我が国の路面電車が再び建設

へと反転するきっかけとなった豊橋鉄

道の市内線を見てみたいと思います。

2  豊橋の路面電車
（1）市内線の経緯

　豊橋鉄道は、大正13年、豊橋電気軌

道株式会社として設立されました。そ

1  全国の路面電車
　昭和53年。当時の６大都市の路面電車は、

専用軌道部が多かった東京の荒川線を除いて、

廃止されました。しかし全国的にみると中小

都市や私鉄で、生き残っていた路線がかなり

あったのです（図１）。

　それらの残存の理由は様々でしょうが、必
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図１　現在残っている路面電車
（※富山ライトレールは新設。文献①より）

※
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して翌14年、何回かに分けて、豊橋駅から

東田(あずまだ)までの、今日の市内線(正式に

は東田本線)の骨格が出来上がりました。会

社はその後、名古屋鉄道の傘下に入り地方鉄

道の渥美線(豊橋・田原)の譲渡を受け、田口

線(本長篠・三河田口)を吸収しました。今日

では鉄道、バスを始め、観光、開発、建設等、

東三河地方の基幹的な企業に成長しています。

　路面電車の市内線は、戦後少しルート変更

がありましたが、昭和35年には新しい車庫

の完成で赤岩口まで延長されています。一方、

路面電車廃止の潮流の中で、48年には駅前・

市民病院間が、51年には柳生橋支線が廃止

されました。ところが57年、市の支援によっ

て、１駅間ではありますが運動公園への延伸

という全国でも異例な新線の建設がありま

した。その結果、市内線は、駅前・赤岩口

間（4.6キロ）と、支線が運動公園前まで（0.6

キロ)のＹ型の路線になって平成時代を迎

えました（図２）。

（2）市内線の変革

　市内線の経営はずっと赤字でした。その

路線が、平成になって、少しずつ変わり始

めたのです。変化はセンターポールから始

まりました。路面電車の景観で問題になる

蜘蛛の巣のような架線を、都市景観整備事

業として、電柱の地中化に合わせて道路中

央の支柱で行なうことになったのです。平

成２年の駅前大通に始まり、８、9年には

国道部まで、市内線の約半分の架線がセン

ターポールに切り替えられ、景観が一新し

ました。

　続いての変化は10年の駅前停の移設で

す。豊橋市は市制施行90周年に豊橋東口

駅前整備事業を始めました。その交通結節

点整備の一環として、市内線の駅前停を150

㍍移設・延伸し、豊橋駅に乗り入れたのです

（図３）。これは９年度に新設された国(建設

省)の「路面電車走行空間改善事業」の補助の

第１号になりました。この延伸は、長い間沈

黙していた日本の路面電車にとっては画期的

なことでした。それまで撤退が続いていた路

面電車が反転し、見直しの機運を一気に高め

ることにつながったのです。

　「わずか150㍍なので…」「再開発事業の一

環ですから…」と、事業者の方は謙遜されま

す。が、この延伸の決断は、「今後とも路面

電車を続けるんだ」という事業者の強い決意

があればこそ、実施に踏み切れたのだといえ

るでしょう。

図３　豊橋駅東口の交通ターミナル。
この区間が延伸された（豊橋市マップ）

図２　豊橋鉄道市内線の停留所と運行ルート（現状。ＨＰ）
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紀行（3）行政と市民と事業者

　豊橋の経緯から学ばなければいけないのは、

行政と事業者そして市民、それぞれの革新性

と連携です。行政は街を立派にしたい、それ

には路面電車を生かしたいと考えました。当

時、時代遅れといわれてきた路面電車を、街づ

くりの中心に据えることは勇気が要ったはず

です。そこには相当の覚悟があったでしょう。

　事業者はそれに応えました。「赤字の路線

を何とかしたい、そのためには行政と一体に

なることは大切だ。その代り、今後この事業

から逃げることができなくなる」と。ここで

も背水の覚悟がありました。この両者の覚悟

が、わずか150㍍ではありましたが、駅前乗

り入れという「延伸」にゴーサインを出すこと

になったのです。

　一方、この動きを支持し、支援するグルー

プがありました。平成２年頃から活動を開始

した「とよはし市電を愛する会」です(市電と

は市営のことではなく、「市民電車」の意味で

す)。豊橋のオピニオンリーダーを始めとす

る様々な人々が参加するその会は、行政と事

業者を側面から支えました。というより、お

そるおそるだった豊橋の路面電車政策を先導

し、引っ張り上げたといえるでしょう。機関

誌を発行すると同時に、「市電の日」「路電の

日」の設定など、様々なイベントが企画され

ました。そして、行政、事業者、市民団体が

混然一体となって、全国の路面電車サミット

を誘致し、豊橋全体の路面電車熱を盛り上げ

たのです。

　豊橋の路面電車は幅広い支持によって、

21世紀につながりました。全市民を挙げて

路面電車を愛することが、何よりも大きな力

だったのではないでしょうか。

3  　　 豊橋鉄道市内線

… 旧と新の対照 …

　それでは豊橋鉄道の市内線を見てみましょ

う。豊橋駅前から一日乗車券を使って、乗っ

たり降りたりしながら、路線と街並を見学し

ます。

〈駅前大通〉
　ＪＲか名鉄で豊橋駅を降りたら、東口に向

かいます。橋上駅なのでそのままペデストリ

アンデッキ上に出ます。先端まで進むと東に

延びる路面電車がよく見えます。豊橋鉄道市

内線です。市内線は、昔は１本北の広小路を

走っていました。しかし戦後この駅前大通が

できるとともにこちらに移り、豊橋を代表す

る通りになりました。

　階段を下りると路面電車の乗り場、「駅前」

停です（「駅前」という停留所名は全国でも唯

一とか）。一日乗車券を買って、赤岩口行に

乗ります。終点までは22分です。

〈赤岩口から〉
　終点の赤岩口停で降りると、南側に豊橋鉄

道の車庫があります。分岐器が並び、その奥

に、左側に工場、右側に留置スペースがあり

ます。路面電車の建設にはこの車庫を確保す

東口デッキから市内線展望。
センターポールですっきりしている
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ました。ここには引上げ線もあり、市内線の

基地になっています。

　複線区間に入っても、道路幅が15㍍ほど

と変わらず、線路の両側は狭い１車線です。

しかも歩道の分離施設や乗降用の安全地帯が

できない所も出てきます。道路には結構自動

車が連なっていますが、軌道敷き内に侵入す

る車は見られません。道路は昔の８間道路で

しょうか。戦前はこれが普通で、この辺りは

古い路面電車の風情が残っています。しかし

今日の自動車時代からは少し問題になりそう

ですが、それが問題にならないところが、市

民が路面電車を愛しているからなのでしょう。

東八町停を過ぎると国道１号で、道幅は大き

く広がります。

〈駅前へ〉
　道路が広くなってセンターポールになり、

路面電車の景観は一気に近代化します。

ることが最大の課題です。線路を分岐しなけ

ればならないため、相当大きな、しかも奥深

い土地の確保が必要なのです。ここでも、こ

の土地を確保したために赤岩口まで延伸され

たといっていいでしょう。

　さて、改めて赤岩口停から路面電車に乗り

ます。豊橋鉄道の車両は、初期を除くとすべ

て名古屋や東京で廃車された車両の譲渡車両

でした。ところが平成20年、市民団体の熱

意と寄付で、行政の補助が動き、低床式の

連接車であるＬＲＶ(ライトレールビークル)

「ほっトラム」が導入されました。今回は、ちょ

うどそれに乗ることができました。

　動き出すと次の井原停で支線と合流します。

この合流部のカーブが半径11ｍしか取れず、

全国で最小です。新型のほっトラム等では曲

がれません。次の競輪場前停までは単線です。

最近まで、この駅は複線で、安全地帯があり

ませんでしたが、単線にして安全地帯ができ

赤岩口の車庫。車庫は分岐が必要で、奥深い土地に

平成20年度に投入された低床・連接車「ほっトラム」

ほっトラムの車内（定員75人。内座席29人）

単線から複線区間に。15㍍道路ではやはりギリギリ
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　右側には少し離れて吉田城址の豊橋公園が

あります。戦前、豊橋は「軍都」と言われてお

り、その中心の兵舎があった所です。少し行

くと右側に、昭和６年に建てられたロマネス

ク様式とされる公会堂の建物があり、路面電

車の景観によく合っています。

　左折すると国道259号です。少し行くと札

木停があります。ここは吉田宿の中心で、横

断する道が旧東海道になります。センター

ポールの続く広い道を進みます。右折すると

駅前大通に入り、すぐ新川停です。昔、ここ

から南に支線があり、今も舗装面にその後が

残っていました。

　駅前大通に入ると、センターポールはしゃ

れたクラシック調です。17年に新設された

駅前大通停を過ぎると駅前です。道路から

ターミナルに入る150㍍が、10年に新設され

た区間です。この延伸が、その後、高知、広

島、鹿児島とつづく路面電車の駅前乗り入れ

のモデルになりました。

 4  「守る」より「攻めよ」
　路面電車が廃止に追い込まれた元は、自動

車の時代になったこと、そこに「時代遅れ」の

レッテルを張られたことでした。昭和30年

代からの長い自動車の時代で、路面電車の多

くは消えていきました。生き残った都市でも、

その事業は決して明るいものではありません

でした。

　しかし自動車時代が過度に進むと、心ある

人の中に、欧米の路面電車復活に勇気づけら

れて、我国でも路面電車の見直しを主張する

人たちが現れました。平成の時代に入るころ、

豊橋の路面電車を支援しようと動き出した人

たちがいたのです。　

　その人たちは、守ることではなく、攻めるこ

とに着目しました。センターポールに始まり、

様々な試行を繰り返し、駅前延伸を実現しま

した。この延伸が日本の路面電車再生への重

要な折返し点になりました。そしてこの豊橋

鉄道の挑戦は、全国の路面電車を守る人たち

に、大きな力を与えることになったのです。
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